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７月です。空梅雨が続くと思っていたら嵐のような暴風雨になったり、 

今年の梅雨はいつもと違う感じがしますね。 

７月は旧暦で「文月（ふみつき）」と呼ばれています。7 月 7 日の七夕に詩歌を 

献じたり書物を夜風に曝す風習があるから、あるいは、稲の穂が含む月であること 

から「含み月」「穂含み月」を意味する、などと言われています。 

タイピックのゆっくりやさしいパソコン教室には、毎年恒例の七夕飾りにみなさんの 

願いを込めた色とりどりの短冊が飾られています。天の川のもと、風に揺れる笹の葉と 

短冊、とても風情のある眺めです。田舎の美しい夜空に輝く天の川…久しぶりに星空を 

眺めてみるのも楽しいものですね。 

弊社は、８月で第 4６期を迎えようとしてい

ます。これもひとえに皆様方にご愛顧いただき

ましたお蔭と心から感謝申し上げます。 

 私も 38 年間、外部から内部からこの会社を

見続けてまいりましたが、これまで、様々なこ

とがありました。先人達の苦労に対しても感謝

の気持ちを持ちながら、これからも、弊社は地

域社会の発展に大きく貢献しながら 100 年企

業を目指し努力を続けてまいりますので、格別

のご愛顧賜りますよう、よろしくお願い 

申し上げます。 

代表取締役社長 岡﨑純二 

 

 

今月の社長のつぶやき 

 

 

タイピックでは、OA機器・印刷・通信・ホームページ作成からスタッフの技術向上のお手伝いまで、オフィスの効率的な運営をサポートさせていただきます。 

  
野村
の む ら

悠子
ゆ う こ

（33 歳） 

生徒さんとの会話が毎日
とても楽しみです。 
「ありがとう」と生徒さん
に言って頂ける講師を目
指して頑張ります！ 

長井
ながい

紗樹
さ き

（24 歳） 

生徒さんから「ただいま！」
と言っていただける教室を
目指します。一緒に勉強させ
て頂いているという気持ち
で頑張りたいと思います。 

萩教室 浜田教室 

 
井上
い の う え

美空
み く

(21 歳) 

居心地のいいアットホーム
なパソコン教室、気楽に楽
しく、第２の家だと感じて
頂けるような教室にして
いきたいと思います。 



超～お勧め簡単“裏ワザ” 

たくさんのワードやエクセルの 
ウインドウを開いて作業する事ってありますよね？使い終わった
ファイルを閉じる時に、ウインドウの右上にある[×]ボタンを
いちいちクリックするのは面倒です。［Ctrl］キーを押しながら
[W]キーを押してみてください。簡単にウインドウを閉じる事
ができます。［ALT］キーを押しながら[F4]キーを押してもウイン
ドウを閉じることができます。作業効率が一気にアップしますよ。 
是非、一度お試しください♪ (*^^)v 

 
是非、一度お試しください♪ (*^^)v 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
 

 

♪タイピック社歌『あなたの為に』♪ 

パソコンにまったく触ったコトがない初心者の方から、就職活動やスキルアップ

を考えておられる方、是非、タイピックのパソコン教室へご入会下さい。 

皆様のご入会をスタッフ一同、心よりお待ち申し上げております。 

Office2013の魅力 （エクセル編）その① 
今年の 2月に発売された「Microsoft Office 2013」。 今月は、ますます

便利になった「Excel2013」の新機能をご紹介します。 

◆文字列操作に便利な[フラッシュフィル]機能 

「１つのセルにある文字データを分けたい」、「２つの列に分けてある

ものを結合したい」といった文字列操作を行う場合、1 行目の文字デ

ータを入力した後、[フラッシュフィル] 

ボタンをクリックすると、残りの行の 

データも同じパターンで処理されます。 

関数を使わなくても、入力する手間が 

省けてとても便利です。 

 

 

 

 

 

くわしくは、是非、担当営業マンにお問い合わせください。 

今月の TOPICS 

ウインドウの終了 
[Ctrl]＋[W]キー 
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「笹の葉サ～ラサラ、軒端に揺れる～」懐かしい七夕の歌です。 
私達が暮らしているこの街では、夜空を見上げると天の川も流れ星

も見ることができます。幼い頃、幼稚園で作った七夕飾りを自宅に飾り、
７月７日の夜を楽しみにしていたのですが、不思議なことに七夕当日は
必ず雨が降って天の川を見ることができませんでした。織姫と彦星は年
に一度しか逢う事が許されず、その日に雨が降ると二人は逢えないの
だ…というお話を信じていたので、「二人はもう何年も逢っていないが大
丈夫だろうか？」と本気で心配したのもです(^^) 無邪気だった自分が懐
かしい～。 
笹飾りは七夕の翌日、母と川に流しに行っていました。（ちなみに昨

今では、川に流すと不法投棄になってしまうので、別の方法で処分する
所が多いのだそうです。） 
かつて無邪気に空を見上げていた頃が懐かしい…と思うのは私だけ

でしょうか。我が子達もすっかり大きくなってしまった今、次に七夕に興じ
る事ができるのは孫が生まれてからですね☆ 
頼んだぞ、息子＆娘！（19歳・15歳）☆                   M・Y 

[フラッシュフィルオプション]ボタン 


